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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公表番号】特表2019-535885(P2019-535885A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-530051(P2019-530051)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/67     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/76     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/67     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/00     　　　Ｌ
   Ｃ０８Ｇ   18/00     　　　Ｈ
   Ｃ０８Ｇ   18/76     ０５７　
   Ｃ０８Ｇ  101:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月3日(2020.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタン、好ましくはポリウレタンフォームの製造方法において、得られるポリウ
レタン／ポリウレタンフォームのアルデヒド放出を低減するための、α，β－不飽和カル
ボン酸エステルおよび／またはアミドの使用。
【請求項２】
　前記α，β－不飽和カルボン酸エステル／アミドが：
　ｉ）Ｒ１Ｒ２Ｃ＝ＣＲ３－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ４　　　　　　　（Ｉ）、
　　　Ｒ５Ｒ６Ｃ＝ＣＲ７－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ８－Ｏ－（Ｏ）Ｃ－Ｒ９Ｃ＝ＣＲ１０Ｒ１

１　　　　　　　（ＩＩ）、
　　　Ｒ１２Ｒ１３Ｃ＝ＣＲ１４－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｏ）Ｃ－Ｒ１４Ｃ＝ＣＲ１３Ｒ１２

　　　　　　　（ＩＩＩ）、
　　　Ｒ１５Ｒ１６Ｃ＝ＣＲ１７－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１８－Ｒ１９　　　　　　　（ＩＶ）
［式中、
　Ｒ１およびＲ２、Ｒ４～Ｒ７およびＲ９～Ｒ１９は、互いに独立して、Ｈ、飽和または
不飽和の直鎖状または分岐鎖状の脂肪族基または脂環式基、または、任意にＮ、Ｓまたは
Ｏ等のヘテロ原子を含んでいてもよく、任意に例えばイソシアネート反応性基、好ましく
はＯＨ基で置換されていてもよい、最大２０個の炭素原子を有する芳香族基または芳香脂
肪族基であり、
　Ｒ３はＨを表し、
　Ｒ８は、任意にＮ、ＳまたはＯ等のヘテロ原子を含んでいてもよく、任意に例えばイソ
シアネート反応性基、好ましくはＯＨ基で置換されていてもよい、最大２０個の炭素原子
を有する飽和または不飽和の直鎖状または分岐鎖状の脂肪族二価基を表す］
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からなる群から選択される１種以上の化合物であるか、
または、
　ｉｉ）マレイン酸、フマル酸、メタクリル酸またはアクリル酸と、ブタンジオール、ジ
エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－プロパンジオール等のオリゴマー
ジオールおよび／または二重結合当たりの分子量係数１５０～３０００、官能価２～６、
ヒドロキシル価２０～８００および酸価０～１５のグリセロール等のトリオールとの重縮
合によって得られるポリエステルポリオール、好ましくはポリエステルジオールである、
請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　α，β－不飽和カルボキサミドの存在下での、イソシアネート反応性水素原子を含む化
合物とジ－および／またはポリイソシアネートとの反応による、ポリウレタン、好ましく
はポリウレタンフォームの製造方法。
【請求項４】
　使用されるα，β－不飽和カルボキサミドが、１種以上の式
　　　Ｒ１５Ｒ１６Ｃ＝ＣＲ１７－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１８－Ｒ１９　　　　（ＩＶ）
［式中、
　Ｒ１５～Ｒ１９は、互いに独立して、Ｈ、飽和または不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状
の脂肪族基または脂環式基、または、任意にＮ、ＳまたはＯ等のヘテロ原子を含んでいて
もよく、任意に例えばイソシアネート反応性基、好ましくはＯＨ基で置換されていてもよ
い、最大２０個の炭素原子を有する芳香族基または芳香脂肪族基である］
の化合物である、請求項３に記載のポリウレタン、好ましくはポリウレタンフォームの製
造方法。
【請求項５】
　前記基Ｒ１およびＲ２、Ｒ５～Ｒ７およびＲ９～Ｒ１８が、互いに独立して、Ｈ、飽和
または不飽和の直鎖状または分岐鎖状の脂肪族基または脂環式基、または、任意にＯ原子
をヘテロ原子として含んでいてもよく、任意に例えばイソシアネート反応性基、好ましく
はＯＨ基で置換されていてもよい、最大１２個の炭素原子を有する芳香族基または芳香脂
肪族基を表し、
　前記基Ｒ３がＨを表し、
　前記基Ｒ４が－（Ｃ１～Ｃ１２－アルキル）、－（Ｃ１～Ｃ１２－アルキル）－Ｐｈま
たは－（Ｃ１～Ｃ１２－アルキル）－Ｘを表し、ＸはＮＣＯ反応性基、好ましくはＯＨ基
であり、かつ、
　前記基Ｒ８およびＲ１９が、互いに独立して、－（Ｃ１～Ｃ１２－アルキル）または－
（Ｃ１～Ｃ１２－アルキル）－Ｘを表し、ＸはＮＣＯ反応性基、好ましくはＯＨ基である
、
請求項２に記載の使用、
または、
　前記基Ｒ１５～Ｒ１８が、互いに独立して、Ｈ、飽和または不飽和の直鎖状または分岐
鎖状の脂肪族基または脂環式基、または、任意にＯ原子をヘテロ原子として含んでいても
よく、任意に例えばイソシアネート反応性基、好ましくはＯＨ基で置換されていてもよい
、最大で１２個の炭素原子を有する芳香族基または芳香脂肪族基を表し、
　前記基Ｒ１９が－（Ｃ１－Ｃ１２－アルキル）または－（Ｃ１－Ｃ１２－アルキル）－
Ｘを表し、ＸはＮＣＯ反応性基、好ましくはＯＨ基である、
請求項４に記載の製造方法。
【請求項６】
　ジ－および／またはポリイソシアネート成分（成分Ｃ）として、
　ａ）４５～９０重量％の４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、および、
　ｂ）１０～５５重量％の２，２’－ジフェニルメタンジイソシアネートおよび／または
２，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、および、
　ｃ）０～４５重量％のポリフェニルポリメチレンポリイソシアネート（「多環式ＭＤＩ
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」）および／または２，２’－、２，４’－、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネ
ート系および／またはｐＭＤＩ系のカルボジイミド、ウレトジオン（uretdiones）または
ウレトジオンイミン（uretdioneimines）
が用いられる、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
　請求項３～６のいずれか一項に記載の方法によって得られるポリウレタン／ポリウレタ
ンフォーム。
【請求項８】
　家具緩衝材、繊維挿入物（textile inserts）、マットレス、自動車用座席、ヘッドレ
スト、肘掛け、スポンジ、ヘッドライニング、ドアパネル、座席カバーまたは構造部材を
製造するための、請求項３～６のいずれか一項に記載のアルデヒド放出が低減された入手
可能なポリウレタン、好ましくはポリウレタンフォームの使用。
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